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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 4月 25日 (2007.4.25)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 材 上 に 、
　 Ｐ ｔ 又 は Ｐ ｄ を 担 持 し た 酸 化 セ リ ウ ム － ジ ル コ ニ ア 系 複 合 担 体 を 含 む 第 １ の 触 媒 層 と 、
　 Ｒ ｈ を 担 持 し ジ ル コ ニ ア を 主 成 分 と す る 担 体 を 含 む 第 ２ の 触 媒 層 と 、
　 前 記 第 １ の 触 媒 層 と 前 記 第 ２ の 触 媒 層 と の 間 に 位 置 し 、

を 含 む 拡 散 障 壁 層 と 、
　 を 少 な く と も 有 す る 排 ガ ス 浄 化 触 媒 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 拡 散 障 壁 層 が 、 酸 化 セ リ ウ ム 及 び 酸 化 ラ ン タ ン の 少 な く と も １ 種 を 含 む 請 求 項 １ に
記 載 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 拡 散 障 壁 層 の 厚 さ が ２ ０ μ ｍ ～ ５ ０ μ ｍ で あ る 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 排 ガ ス 浄 化
触 媒 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 は 、 基 材 上 に 、 Ｐ ｔ 又 は Ｐ ｄ を 担 持 し た 酸 化 セ リ ウ ム － ジ ル コ
ニ ア 系 複 合 担 体 を 含 む 第 １ の 触 媒 層 と 、 Ｒ ｈ を 担 持 し ジ ル コ ニ ア を 主 成 分 と す る 担 体 を 含
む 第 ２ の 触 媒 層 と 、 前 記 第 １ の 触 媒 層 と 前 記 第 ２ の 触 媒 層 と の 間 に 位 置 し 、

を 含 む 拡 散 障 壁 層 と 、 を 少 な く と も 有 す る
。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 触 媒 は 、 Ｐ ｔ 又 は Ｐ ｄ を 含 む 第 １ の 触 媒 層 と 、 Ｒ ｈ を 含 む 第 ２ の 触
媒 層 と の 間 に 、 を 含 む 拡 散 障
壁 層 を 設 け る こ と で 、 拡 散 障 壁 層 に よ っ て 移 動 中 の Ｐ ｔ 原 子 や Ｐ ｄ 原 子 を ト ラ ッ プ す る こ
と が で き 、 活 性 を 落 と す こ と な く 高 温 時 に お け る Ｐ ｔ 原 子 及 び Ｐ ｄ 原 子 の 層 間 移 動 を 防 止
す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ れ は 、 第 １ 及 び 第 ２ の 触 媒 層 の 担 体 で あ る 酸 化 セ リ ウ ム － ジ ル コ ニ ア 系 複 合 担 体 及 び
ジ ル コ ニ ア を 主 成 分 と し た 担 体 と 、

を 含 む 拡 散 障 壁 層 と を 組 み 合 わ せ る こ と で 、 Ｐ ｔ 原 子 等 の 移 動 を 抑 制 で き る た め で
あ る と 推 測 さ れ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 「 」 と は 、

を 意 味 す る 。 例 え ば 、 Ｃ ｅ の
電 気 陰 性 度 が １ ． ０ ～ １ ． ２ 程 度 で あ る と す る と 、 こ れ よ り も 電 気 陰 性 度 の 低 い

が 該 当 す る 。 尚 、 本 発 明 に お い て 前 記 拡 散 障 壁 層 は 、 金 属 原 子 を 含 ま な い （ 但 し 、 層
間 移 動 に よ る も の を の ぞ く ） 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 以 下 、 図 を 用 い て 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 処 理 触 媒 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ （ Ａ ） 及 び 図 １
（ Ｂ ） は 、 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 処 理 触 媒 の 構 成 を 説 明 す る た め の 概 略 的 断 面 図 で あ る 。 図
１ （ Ａ ） に 示 す よ う に 本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 処 理 触 媒 １ ０ は 基 材 １ ２ 上 に 、 酸 化 セ リ ウ ム －
ジ ル コ ニ ア 系 複 合 担 体 に Ｐ ｔ （ 白 金 ） 又 は Ｐ ｄ （ パ ラ ジ ウ ム ） を 担 持 し た 第 １ の 触 媒 層 １
４ と 、 ジ ル コ ニ ア を 主 成 分 と し た 担 体 に Ｒ ｈ （ ロ ジ ウ ム ） を 担 持 し た 第 ２ の 触 媒 層 １ ６ と
、 第 １ の 触 媒 層 １ ４ と 第 ２ の 触 媒 層 １ ６ と の 間 に 位 置 し 、

を 含 む 拡 散 障 壁 層 １ ８ と 、 を 少 な く と も 有 す る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 ０ ０ ２ ８ 】
　 拡 散 障 壁 層 １ ８ は 、 第 １ の 触 媒 層 １ ４ と 第 ２ の 触 媒 層 １ ６ と の 間 に 位 置 し 、

を 含 む 層 で あ る 。 係 る 拡 散 障 壁 層 １ ８ に
よ っ て 、 高 温 時 に お け る 金 属 貴 金 属 の 層 間 移 動 を 防 止 す る こ と が で き る 。 拡 散 障 壁 層 １ ８
に 含 ま れ る 前 記 と し て は 、 酸
化 セ リ ウ ム （ Ｃ ｅ Ｏ 2 ） 及 び 酸 化 ラ ン タ ン （ Ｌ ａ 2 Ｏ 3 ） 、 酸 化 カ ル シ ウ ム （ Ｃ ａ Ｏ ） 、 酸
化 ス ト ロ ン チ ウ ム （ Ｓ ｒ Ｏ ） 、 酸 化 バ リ ウ ム （ Ｂ ａ Ｏ ） 等 が 挙 げ ら れ 、 耐 熱 性 の 観 点 か ら
、 酸 化 セ リ ウ ム 及 び 酸 化 ラ ン タ ン が 好 ま し い 。 前 記 の 電 気 陰 性 度 は 前 記 Ｃ ｅ の 電 気 陰
性 度 を １ ． ０ と す る と 、 お お よ そ ０ ． ７ ９ ～ １ ． ０ が 好 ま し く 、 ０ ． ９ ～ １ ． ０ が 更 に 好
ま し い 。 前 記 の 電 気 陰 性 度 は 、 例 え ば 、 酸 化 物 の 等 電 点 を 指 標 す る こ と が 可 能 で あ る
。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 拡 散 障 壁 層 １ ８ に は 、 前 記
の 他 に 、 必 要 に 応 じ て バ イ ン ダ ー を 含 有 さ せ る こ と が で き る 。 前 記 バ イ ン ダ ー と し て は 、
上 述 の ゾ ル を 用 い る こ と が で き る 。 但 し 、 触 媒 金 属 の 層 間 移 動 を 十 分 に 抑 制 す る 観 点 か ら
は 、 Ｚ ｒ Ｏ 2 ゾ ル 及 び Ｃ ｅ Ｏ 2 ゾ ル が 好 ま し い 。 拡 散 障 壁 層 １ ８ 中 に お け る 前 記 バ イ ン ダ ー
の 含 有 量 は 、 ガ ス 拡 散 性 及 び 熱 容 量 の 観 点 か ら 、 １ ０ ～ ７ ０ 質 量 ％ が 好 ま し く 、 １ ０ ～ ４
０ 質 量 ％ が 更 に 好 ま し い 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
２ ． 拡 散 障 壁 層 の 形 成
　 ボ ー ル ミ ル に て １ ０ ０ 時 間 粉 砕 し た 高 表 面 １ ０ ０ 質
量 部 に 対 し て 、 固 形 分 換 算 で １ ０ 質 量 部 の 酸 化 セ リ ウ ム ゾ ル （ 多 木 化 学 （ 株 ） 製 ） と 、 適
量 （ 約 ５ 質 量 部 ） の イ オ ン 交 換 水 を 添 加 し 、 ボ ー ル ミ ル で １ 時 間 混 合 し ス ラ リ ー を 調 製 し
た 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ４ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 い で 、 得 ら れ た ス ラ リ ー に 前 記 基 材 （ ２ ） を 自 然 浸 漬 し た 。 そ の 後 、 余 分 な ス ラ リ ー
を 基 材 （ ２ ） か ら 吹 き 払 い 、 １ ２ ０ ℃ の 電 気 炉 で ５ 時 間 乾 燥 し た 。 更 に 、 乾 燥 し た 基 材

を ５ ０ ０ ℃ 、 ３ 時 間 で 焼 成 し 、 拡 散 障 壁 層 上 に Ｒ ｈ を 含 む 第 ２ の 触 媒 層 が 形 成 さ れ た
本 発 明 の 排 ガ ス 浄 化 処 理 触 媒 を 得 た 。 尚 、 第 ２ の 触 媒 層 の コ ー ト 量 は 、 Ｒ ｈ の 量 が ０ ． ３
（ ｇ ／ ｌ ） と な る よ う に 調 整 し た 。
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